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領域代表挨拶

領域代表あいさつ
長谷　あきら（京都大学大学院理学研究科）

　前回のニュースレターにも書きましたが、月日の経つのは本当に早いもので、いよいよ
本領域の活動もあと数カ月で終了です。何と言っても本領域の最大の特徴は、異分野間の
連携による新技術の開発にありました。そこで今回は、新技術の開発を軸に領域活動を振
り返ってみたいと思います。
　ご存知のように本領域では、技術開発を進めるにあたり、あえて植物を専門としない研
究者からなる A03班を設けました。植物材料の特殊性もあり、最初は苦労も多かったの
ですが、植物側研究者の密接な協力もあり、何とか技術開発を終えるところまできました。
これに携わらせていただいた植物側の研究者の一人として、非常に貴重な経験をさせてい
ただいたことを心より感謝しております。
　レーザー技術について言えば、A03細川班と A02西村班の連携により、フェムト秒レー
ザー光による衝撃力を用いて、オルガネラ間の接着力を in vivoで測定することに成功し
ました。このような測定の例はまだ無く、非常に新奇性の高い成果と言えます。また、フェ
ムト秒レーザーを利用することで、周囲の組織に対する影響を最小限にとどめながら植物
細胞や組織を破壊できることが分かりました。現在この新技術を用いて、複数の研究班が
細胞／組織／器官間シグナル伝達の研究を進めております。
　また、A03神原班、A03高橋勝利班が中心になり、植物ではほとんど例の無い、一細胞
遺伝子発現計測およびイメージング質量分析の技術開発を進めました。一細胞遺伝子発現
計測については、数十細胞からなる微細組織片について、信頼性の高い網羅的発現解析が
行えるようになりました。イメージング質量分析についても、数十 μ mの分解能で、植
物試料における低分子化合物の分布を網羅的に検出することができるようになりました。
これらの技術の汎用性は高く、今後広い応用が期待できます。この他にも、公募班の活動
により色々と面白い技術の開発を進めることができました。
　本領域の活動は、植物の非専門家と専門家の間に橋をかけただけでなく、植物分野内の
相互作用を促進する仕組みとしても良く機能したかと思います。異なる環境刺激を専門と
する者同士、あるいは、分子や細胞など対象を異にする研究者が集うことで、様々なアイ
ディアが生まれました。本領域では、年 2回の班会議、年 1回の若手の会、さらに不定期
でワークショップを行うなど、班員の方の負担も大きかったと思いますが、それに見合う
効果は十分にあったと思います。
　さて、本領域の成果について述べましたが、一方では、「もっとできたのではないか」
あるいは「これからが本当の勝負である」という思いも強くしております。前者について
は、ひとえに領域代表者の力不足によるところであり、深く反省しております。平にご容
赦ください。また、新技術の普及にしても、新しいアイディアの実現にしても、これから
の努力が鍵となると思います。本領域はこれで終了となりますが、この経験が生かされ、
何らかの形で活動が続き、植物科学がより発展することを切に願っております。




